
屋久島環境文化村構想

屋久島環境文化村構想は、国際的にも学術的評価の高い屋久島の自然環境と自然を損なうことなく何千年

にもわたって積み重ねられてきた屋久島特有の生活文化（これを環境文化と呼んでいます）を戦略的イメー

ジとして掲げ、学習や研究によってその価値を見直すことを通して、屋久島の自然環境の保全を図るととも

に自然と人とが共生する屋久島ならではの個性的な地域づくりの試みです。

① 屋久島環境文化村の基本方向（平成４年１１月 屋久島環境文化村マスタープラン策定）

屋久島の自然・文化の価値及び個性

地域がかかえる課題

○自然環境保全上の課題
・地域産業との調和の問題
・観光客増による過剰利用、ゴミ・水問題
・生活スタイルの都市化に伴うゴミ・水問題
・生活・産業体系の変化による管理

形態の変化

○産業振興上の課題
・自然保護との調整
・小規模性、隔絶性による競争力不足
・情報不足等による付加価値化の遅れ
・労働力の不足

○観光振興上の課題
・集中型、通過型観光による資源利用の偏り、

不十分な波及効果
・環境客増による季節的オーバーフロー
・関連産業の未成熟による魅力づくり不足

○生活・文化上の課題
・教育・医療等の不安
・都市的魅力の不足
・島内での過疎・集中等による効果的な基盤

整備の遅れ
・伝統的な集落機能の維持が困難

○法整備との調整の必要性

屋久島環境文化村の基本理念

●自然環境の保護と地域振興の同時解決をめざす
●その根拠を、屋久島の自然の傑出性と歴史的に形成されてきた自然と

人とのかかわり（環境文化）に求める

●環境文化は、自然と共生する新しい地域づくりをめざす試み

解決の方向

○自然とのバランスのと
れた関係回復、共生型
社会の再生

○屋久島らしさの確立と
それによる付加価値づ
くり

○外部との健全な関係の
確立を通じた活性化 地域形成の戦略

「環境文化」を戦略イメージ
とした地域づくり

１．自然環境の保全・管理と
屋久島らしい自然空間の
再生

２．環境学習、研究機能充実
等による屋久島の価値と
個性の再確認

３．国民的広がりと負担によ
る自然保全とボランタリ
ーな協力

４．島外者の受け入れと高付
加価値化による地域産業
の活性化

５．国際的観点から屋久島の
位置づけと国際的交流

地域形成の枠組み
（環境文化村の基盤）

○自然環境保全活用の基本方針
・地域における自然とのかかわ

りの歴史を踏まえ利用秩序の
再生を図るべく、島内を同心
円状に３区分し、それぞれ異
なる保全・活用を進める。

○屋久島観光に関する方針
・観光入り込み客の急激な拡大

という趨勢の転換を図り「環
境文化」に基づく新たな観光
の創造をめざす。

・屋久島の自然生態系を維持し
つつ利用していくため、特定
地域への過度の集中を避け、
複数の利用拠点への分散を図
る。

・そのことによって結果的に入
り込み数の増大に対応する
が、量的な拡大はできるだけ
抑え、利用の質的転換を促す
よう多様なふれあいの場等を
整備する。

環境文化村事業の柱

○環境学習・研究施設の整備
○環境形成事業の展開
○ボランタリー協力事業の推進
○新たな地域産業の創出
○国際的交流の展開

屋 久 島 方式 に よ る
計画づくりと事業実施



② 環境文化村整備のための事業体系

環境学習・研究施設の整備

●屋久島環境文化村センター
●屋久島環境文化研修センター

①環境学習施設 ●環境学習プログラム開発
●小さな博物館
●屋久島環境学習ネットワーク会議

●屋久島野生生物保護センター
②研究施設 ●研究者ネットワーク

●国際屋久島環境文化研究所

環境形成事業の展開

①自然の保全活用のため ●環境と文化のむら整備事業
の基盤整備 ●情報案内システムの整備

②自然利用活動の調整・ ●環境キップ制度
管理 ●特定国立公園重点管理事業

③生活空間における環境 ●屋久島環境道路整備事業
基盤整備 ●高度汚水処理事業

●ゴミの再資源化事業
●上水道の整備
●商店街再開発
●クリーンエネルギーモデル事

業の展開

④環境形成のための社会 ●環境条例（仮称）の制定
条件整備 ●環境モラルコードの策定

●「生命の砂一握り運動」の展
開

ボランタリー協力事業の推進

●環境文化村ボランティアネッ
①ネットワーク形成 トワーク

●文化人ゲストハウス

●屋久島ファンクラブ
●顧問会議（仮称）

②参加・協力のしくみづ ●環境文化村推進会議
くり ●クレジットカードの発行

●「環境文化企業」の募集
●生涯学習の町づくり

③運営のための組織 ●屋久島環境文化財団

新たな地域産業の創出

●「環境文化村ブランド」の創
①高付加価値型商品づく 設

り ●ソフト商品の開発事業
●手づくり商品の開発事業
●環境文化村薬草・香料植物園

●環境文化村果樹園
②１次産業の活性化 ●環境文化村ブランドを軸にし

た農林水産品づくり

③「環境産業」創出の試み

●活動プログラムづくり
④自然体験型観光「エコ ●エコツアーのための基盤整備

ツアー」の開発 （継続的な調査、人材育成）
●利用調整方策との連携

国際的交流の展開

●芸術家・研究版「屋久島いと
①交流のしくみづくり こ」制度

●環境文化芸術祭（ビエンナー
レ）

●屋久島自然情報誌
●屋久島自然解説ガイドブック

②情報の発信 ●文化村情報誌
●「屋久島環境文化村 東京フ

ォーラム」事業
●国際シンポジウムの開催
●顕彰制度

注）ここに掲げた事業は、文化村の実現のため
に必要な事業を、熟度にかかわらず体系化
したものであり、民間と行政が一体となっ
て推進するものです。


